
中
国
浄
土
教
の
大
成
者
と
も
評
さ
れ
る
善
導
大
師
（
以
下
、
善
導
）
の
主
著
『
観
経
四
帖
疏
』
（
以
下
、
『
観
経
疏
』
）
で
な
さ
れ
る

（
１
）

註
釈
に
対
し
て
、
「
奇
異
な
」
「
特
異
な
」
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
『
観
経
疏
』
「
玄
義
分
」
釈
名
門
、
「
散
善
義
」
至
誠
心
釈
に

お
け
る
自
利
真
実
・
利
他
真
実
、
深
心
釈
に
お
け
る
就
人
立
信
・
就
行
立
信
な
ど
の
釈
が
そ
の
よ
う
な
指
摘
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
が
、

（
２
）

「
某
今
欲
下
出
二
此
『
観
経
』
要
義
一
、
階
定
古
今
上
」
、

願
二
使
含
霊
間
し
之
生
し
信
、
有
識
韻
者
西
帰
↓
以
二
此
功
徳
一
廻
二
施
衆
生
至
悉
発
二
菩
提
、
坐
慈
心
相
向
、
仏
眼
相
看
、
菩
提
巻
属

（
３
）

作
二
真
善
知
識
一
同
帰
二
浄
国
一
共
成
二
仏
道
壬

な
ど
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
観
経
疏
』
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
信
を
生
ぜ
し
め
、
西
方
浄
土
に
帰
せ
し
め
、
共
に
仏
道
を
成
じ
る
こ

と
を
願
い
と
し
た
善
導
の
著
述
で
あ
る
か
ら
、
「
衆
生
（
有
識
）
」
に
即
し
た
註
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
「
衆
生
」

と
は
、
善
導
の
「
偕
定
古
今
」
の
中
心
が
報
土
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
凡
夫
が
称
名
一
行
に
よ
っ
て
往
生
す
る
と
い
う
凡
夫
入
報

（
４
）

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
（
以
下
、
『
観
経
』
）
下
々
品
の
凡
夫
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
凡
夫
を
代
表
す
る
の
が
章
提
希
で

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
っ

は
じ
め
に

岡
崎
秀
麿

し】

て
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そ
こ
で
本
論
は
、
『
観
経
疏
』
「
玄
義
分
」
得
益
分
に
お
け
る
章
提
希
の
得
忍
に
関
す
る
善
導
の
註
釈
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

得
益
分
に
お
い
て
善
導
は
、
菫
提
希
の
得
忍
が
『
観
経
』
華
座
観
に
示
さ
れ
る
「
無
量
寿
仏
」
の
見
仏
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、

そ
れ
に
は
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
の
か
を
考
察
す
る
。
次
に
、
章
提
希
得
忍
の
成
立
根
拠
た
る
「
無
量
寿
仏
」
の
見
仏
に
注
目
す
る

と
、
『
観
経
』
に
は
「
無
量
寿
仏
」
と
「
阿
弥
陀
仏
」
と
の
仏
名
の
併
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
一
般
的
に
「
称
名
」
と
い
っ
た

場
合
は
『
観
経
』
下
品
下
生
に
説
か
れ
る
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
が
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
「
無
量
寿
仏
」
と
「
阿
弥
陀
仏
」
の
仏
名
の

相
違
、
ま
た
「
見
無
量
寿
仏
」
、
「
称
南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
ど
の
よ
う
な
関
連
が
見
ら
れ
る
の
か
を
考
察
し
て
い
く
。

そ
の
上
で
、
善
導
の
『
観
経
疏
』
に
お
け
る
註
釈
は
、
『
観
経
』
の
構
造
を
深
く
理
解
し
た
上
で
『
大
経
』
で
説
示
さ
れ
る
本
願
、

第
十
八
願
の
法
門
に
よ
っ
て
『
観
経
』
の
救
済
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

あ
る
。善

導
は
、
『
観
経
疏
』
「
玄
義
分
」
得
益
分
に
お
い
て
章
提
希
の
得
忍
が
『
観
経
』
序
分
に
説
か
れ
る
光
台
現
国
で
は
な
く
華
座
観
で

あ
る
こ
と
を
問
答
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。

問
日
。
章
提
既
言
し
得
し
忍
。
未
審
。
何
時
得
し
忍
。
出
在
二
何
文
↓
答
日
。
章
提
得
忍
出
在
二
第
七
観
初
↓
経
日
。
「
仏
告
二
章
提
↓

見
。
接
足
作
礼
。
②
歓
喜
讃
歎
即
得
二
無
生
法
忍
一
」
。
何
以
得
し
知
。
如
二
下
利
益
分
中
説
一
言
「
得
し
見
二
仏
身
及
二
菩
薩
↓
心
生
二

（
５
）

歓
宣
見
歎
二
未
曾
有
↓
廓
然
大
悟
得
二
無
生
忍
一
」
。
非
二
是
光
台
中
見
レ
国
時
得
一
也
。
（
下
線
筆
者
）

こ
こ
で
引
用
さ
れ
る
『
観
経
』
華
座
観
の
文
に
は
、

①
仏
当
丁
為
し
汝
分
乙
別
解
丙
説
除
二
苦
悩
一
法
鞆
説
二
是
語
一
時
。
無
量
寿
仏
住
二
立
空
中
↓
観
音
勢
至
侍
二
立
左
右
↓
時
章
提
応
し
時
得
レ

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
童
提
希
得
忍
に
つ
い
て

一
、
光
台
現
国
と
華
座
観

七
七



（
７
）

善
導
の
華
座
観
に
対
す
る
理
解
が
特
徴
的
な
こ
と
は
、
『
観
経
』
全
体
の
理
解
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

浄
影
寺
慧
遠
を
は
じ
め
と
す
る
聖
道
諸
師
が
『
観
経
』
を
由
序
・
正
宗
分
・
流
通
分
の
三
分
説
で
理
解
し
た
の
に
対
し
、
善
導
は
序

分
・
正
宗
分
・
得
益
分
・
流
通
分
・
耆
閨
分
の
五
分
説
で
理
解
し
た
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
善
導
の
科
文
に
対
す
る
研
究
が
多
く
出
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
藤
田
宏
達
は
、

確
に
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

仏
及
二
菩
薩
↓
（
下
線
筆
者
）

と
あ
る
。
下
線
部
①
を
見
る
と
、
華
座
観
に
あ
る
「
汝
等
憶
持
。
広
為
二
大
衆
《
分
別
解
説
」
の
語
を
省
略
す
る
こ
と
で
、
「
除
二
苦
悩
一

法
」
を
釈
尊
が
説
く
そ
の
時
と
、
「
無
量
寿
仏
」
が
住
立
空
中
し
た
こ
と
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
直
前
の
「
仏
告
二
阿
難

及
章
提
希
一
」
を
「
仏
告
二
章
提
一
」
と
変
更
し
た
こ
と
と
同
様
に
経
説
の
主
要
な
点
を
明
確
化
す
る
意
図
で
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

下
線
部
②
で
は
、
華
座
観
の
文
章
が
「
歓
喜
讃
歎
即
得
二
無
生
法
忍
一
」
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
何
以
得
し
知
」
の
語
に
続
い

て
『
観
経
』
利
益
分
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
華
座
観
に
お
け
る
章
提
希
の
見
仏
と
利
益
分
に
お
け
る
見
仏
と
が
同
一
内
容
を

示
す
と
善
導
が
理
解
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
見
二
無
量
寿
仏
及
二
菩
薩
こ
が
「
得
二
無
生
法
忍
一
」
で
あ
る
こ
と
が
明

善
導
の
解
釈
に
よ
る
と
、
章
提
希
の
得
忍
は
第
七
観
に
入
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
仏
力
に
よ
っ
て
空
中
に
住
立
す
る
阿
弥
陀
三
尊
を
見

た
と
き
に
得
ら
れ
た
も
の
で
、
十
六
観
の
観
法
の
説
法
を
聞
い
た
後
に
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
章
提
希
の
得

忍
を
正
宗
分
の
十
六
観
か
ら
切
り
離
し
て
別
立
し
た
の
で
あ
る
。
『
観
経
』
を
素
直
に
読
む
と
、
十
六
観
を
説
き
終
わ
っ
て
か
ら
、

檀
金
色
不
し
得
し
為
し
比
。
時
章
提
希
見
二
無
量
寿
仏
一
已
。
接
足
作
礼
。
②
白
し
仏
言
。
世
尊
。
我
今
因
二
仏
力
一
故
。
得
し
見
二
無
量
寿

（
６
）

Ｉ
別
解
説
。
説
二
是
語
時
↓
無
量
寿
仏
住
二
立
空
中
↓
観
世
音
大
勢
至
。
是
大
士
侍
二
立
左
右
毛
光
明
熾
盛
不
し
可
二
具
見
↓
百
千
閻
浮

仏
告
二
阿
難
及
章
提
希
《
諦
聴
諦
聴
。
前
思
二
念
之
如
①
仏
当
丁
為
し
汝
分
乙
別
解
丙
説
除
二
苦
悩
一
法
邦
汝
等
憶
持
。
広
為
二
大
衆
《
分

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て
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章
提
希
が
無
生
法
忍
を
得
た
と
説
い
て
い
る
か
ら
、
慧
遠
等
の
解
釈
が
自
然
で
あ
り
、
善
導
の
解
釈
の
ほ
う
が
無
理
で
あ
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
科
文
を
立
て
た
の
は
、
『
観
経
』
の
本
旨
を
定
善
の
観
法
（
慧
遠
等
は
十
六
観
す
べ
て
を
定

（
８
）

善
と
す
る
）
で
は
な
く
、
称
名
念
仏
に
見
よ
う
と
し
た
善
導
の
意
図
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
藤
田
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
に
よ
っ
て
章
提
希
の
得
忍
に
対
す
る
善
導
の
解
釈
の
特
徴
は
、

ｉ
、
『
観
経
』
末
尾
の
「
説
是
語
時
、
章
提
希
：
．
…
得
見
仏
身
及
二
菩
薩
」
の
語
に
あ
る
「
是
」
を
聖
道
門
諸
師
が
十
六
観
と
理

解
す
る
の
と
は
異
な
り
、
善
導
は
、
華
座
観
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
章
提
希
の
見
仏
得
忍
が
十
六
観
と
は
異
な
る

方
法
で
成
立
し
た
と
理
解
す
る
。

Ⅱ
、
『
観
経
』
は
、
章
提
希
の
た
め
だ
け
で
な
、
「
仏
滅
後
の
衆
生
」
「
未
来
世
一
切
凡
夫
」
の
た
め
の
教
説
で
あ
り
、
そ
の
教
説

は
特
に
「
仏
自
開
」
と
さ
れ
る
十
六
観
中
の
後
三
観
（
散
善
）
に
焦
点
が
移
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
『
観
経
』
を
「
観
無

量
寿
経
」
で
は
な
く
、
「
念
（
称
）
無
量
寿
経
」
と
変
化
さ
せ
る
意
図
を
有
す
る
。

の
二
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
異
な
る
方
法
」
と
は
、
藤
田
が
い
う
よ
う
に
十
六
観
の
行
で
は
な
く
「
仏
力
」
、
す
な
わ
ち
釈

尊
と
「
無
量
寿
仏
」
と
の
力
が
章
提
希
の
見
仏
得
忍
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
章
提
希
の
得
忍
が
「
未
来
世
一
切
凡

夫
」
の
た
め
に
「
念
仏
」
を
説
き
示
す
機
縁
と
な
っ
た
と
い
う
こ
は
、
こ
こ
で
は
「
非
二
是
光
台
中
見
レ
国
時
得
一
也
」
と
さ
れ
る
こ
と
、

童
提
希
の
見
仏
得
忍
が
光
台
現
国
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
指
摘
す
る
。

光
台
現
国
と
華
座
観
に
あ
る
見
仏
の
相
違
は
い
か
な
る
点
に
見
出
さ
れ
る
の
か
。
光
台
現
国
で
は
、
章
提
希
の
「
私
の
た
め
に
憂
い

の
な
い
世
界
を
説
い
て
く
だ
さ
い
（
請
為
我
広
説
無
憂
之
処
）
」
、
「
清
ら
か
な
世
界
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
（
観
於
清
浄
業
処
）
」
と
い
う

請
い
に
応
じ
て
、
「
十
方
諸
仏
浄
妙
国
土
・
無
量
諸
仏
国
土
」
が
現
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
章
提
希
は
無
量
の
諸
仏
国
土
を
見
る
こ
と

は
で
き
た
と
し
な
が
ら
も
、
再
度
「
私
は
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
世
界
に
生
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
極
楽
世
界
を
思
い
浮
か
べ
る
方
法
と
、

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

七
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如
来
以
丙
見
下
夫
人
願
し
生
二
極
楽
し
更
請
中
得
生
之
行
必
称
二
仏
本
心
一
又
顕
乙
弥
陀
願
意
甲
因
二
斯
二
請
一
広
開
二
浄
土
之
門
一
非
二
直
章
提

（
ｕ
）

得
彦
去
有
識
間
し
之
皆
往
有
二
斯
益
一
故
。

と
い
う
。
章
提
希
が
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
生
れ
た
い
と
願
い
、
往
生
す
る
た
め
の
行
を
釈
尊
に
請
う
た
と
い
う
こ
と
が
、
釈
尊
の
本
心

に
か
な
う
も
の
で
あ
り
、
更
に
は
阿
弥
陀
仏
の
願
意
を
も
顕
す
も
の
で
も
あ
る
こ
と
を
ま
ず
指
摘
す
る
。
加
え
て
、
章
提
希
の
請
い
に

よ
っ
て
「
浄
土
の
門
」
が
開
か
れ
れ
ば
章
提
希
の
み
で
な
く
、
「
有
識
」
も
往
生
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
、
こ
の
こ
と
を
釈
尊
微
笑
の

（
皿
）

理
由
と
す
る
。
「
有
識
」
の
語
は
、
『
観
経
疏
』
と
『
法
事
讃
』
の
み
に
見
ら
れ
、
『
観
経
疏
』
で
は
「
光
沽
二
有
識
↓
欲
し
使
下
含
霊
帰
命

（
過
）
（
皿
）

注
想
無
し
遣
、
乗
二
仏
本
弘
一
斉
臨
中
彼
国
上
」
、
『
法
事
讃
』
で
は
「
自
利
利
他
同
断
し
悪
。
不
し
捨
二
怨
憎
一
由
二
大
悲
如
有
識
含
霊
皆
普
化
」

と
あ
る
よ
う
に
阿
弥
陀
仏
の
救
済
対
象
を
指
す
語
と
さ
れ
、
同
時
に
、
善
導
が
「
共
二
成
仏
道
一
」
を
求
め
る
も
の
、
す
な
わ
ち
善
導
と

同
じ
く
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
を
求
め
る
も
の
、
『
観
経
』
に
お
い
て
章
提
希
の
得
忍
が
起
点
と
な
り
被
救
済
者
と
し
て
説
示
さ
れ

る
「
未
来
世
一
切
凡
夫
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
す
が
た
と
心
と
が
一
つ
に
な
り
、
観
が
成
就
す
る
方
法
を
お
教
え
く
だ
さ
い
（
我
今
楽
生
極
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
所
唯
願
世
尊
教
我

（
９
）

思
惟
教
我
正
受
）
」
と
、
阿
弥
陀
仏
所
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
い
、
教
我
思
惟
・
教
我
正
受
と
請
う
。
善
導
は
章
提
希
の
阿
弥
陀
仏
の

（
皿
）

浄
土
に
生
れ
た
い
と
す
る
願
い
に
対
し
て
「
正
三
明
夫
人
別
選
二
所
求
一
」
と
釈
し
た
後
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
四
十
八
願
を
因
と
し
て

建
立
さ
れ
、
諸
余
の
経
典
、
諸
仏
た
ち
が
弥
陀
の
浄
土
を
ほ
め
た
た
え
て
い
る
と
い
う
因
縁
を
根
拠
と
し
て
「
使
下
如
来
密
遣
二
夫
人
一

別
選
」
と
い
う
。
善
導
は
、
章
提
希
自
身
が
何
ら
か
の
根
拠
を
も
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
で
は
な
く
、

そ
の
背
後
に
釈
尊
の
密
意
が
あ
っ
た
と
理
解
す
る
。

『
観
経
』
に
は
章
提
希
が
「
教
二
我
思
惟
一
教
二
我
正
受
一
」
と
述
べ
た
の
に
続
き
釈
尊
は
「
即
便
微
笑
」
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

『
観
経
』

て
善
導
は
、

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

八
○



『
観
経
疏
』
「
玄
義
分
」
に
お
い
て
、
章
提
希
の
別
選
を
引
用
し
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

偶
因
下
章
提
致
し
請
我
今
楽
三
欲
往
二
生
安
楽
毛
唯
願
如
来
教
二
我
思
惟
一
教
中
我
正
受
亜
然
娑
婆
化
主
因
二
其
請
一
故
即
広
開
二
浄
土
之
要

門
一
安
楽
能
人
顕
二
彰
別
意
之
弘
願
↓
其
要
門
者
即
此
観
経
定
散
二
門
是
也
。
言
二
弘
願
一
者
如
二
『
大
経
』
説
圭
「
一
切
善
悪
凡
夫

（
通
）

得
し
生
者
、
莫
レ
不
下
皆
乗
二
阿
弥
陀
仏
大
願
業
力
一
為
中
増
上
縁
上
也
。
」

『
観
経
』
に
お
け
る
光
台
現
国
か
ら
章
提
希
の
別
選
と
い
う
経
説
に
よ
っ
て
、
釈
尊
は
「
浄
土
の
要
門
」
、
す
な
わ
ち
定
善
（
息
盧
凝

心
）
と
散
善
（
廃
悪
修
善
）
と
の
定
散
二
門
を
説
き
示
し
、
阿
弥
陀
仏
の
大
願
業
力
を
増
上
縁
と
し
て
一
切
善
悪
の
凡
夫
を
往
生
さ
せ

（
妬
）

る
と
い
う
「
弘
願
（
十
八
願
）
」
が
顕
彰
さ
れ
た
と
い
う
。
吉
蔵
が
『
観
経
』
を
「
此
経
是
釈
迦
仏
説
西
方
浄
土
事
。
非
二
仏
説
」
と

述
べ
て
い
る
点
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
聖
道
諸
師
が
『
観
経
』
を
釈
尊
の
み
に
よ
る
一
教
説
と
理
解
す
る
の
と
は
異
な
る
善
導
の

二
尊
二
教
説
の
立
場
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

光
台
現
国
に
お
い
て
章
提
希
が
見
た
「
十
方
諸
仏
浄
妙
国
土
」
は
、
諸
仏
が
同
一
の
立
場
で
あ
る
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
も
他
の

仏
が
た
の
浄
土
も
差
な
き
同
等
の
浄
土
と
し
て
現
じ
て
い
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
光
台
現
国
に
続
く
章
提
希
の
別
選
、
釈

尊
の
微
笑
か
ら
要
門
と
し
て
の
定
散
二
善
の
教
説
を
説
き
始
め
ら
れ
る
と
い
う
『
観
経
』
の
経
説
は
、
「
一
切
善
悪
凡
夫
」
を
得
生
さ

せ
る
弘
願
を
開
示
す
る
こ
と
に
目
的
が
集
約
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に
お
い
て
、
光
台
現
国
こ
そ
が
「
未
来
世
一
切
凡
夫
」

を
救
済
す
る
法
門
を
開
示
す
る
機
縁
と
は
な
っ
た
と
言
い
得
て
も
、
そ
こ
で
は
未
だ
「
見
国
」
で
あ
り
「
見
仏
」
で
は
な
く
、
弘
願
は

説
き
示
さ
れ
て
い
な
い
が
た
め
に
、
章
提
希
の
得
忍
は
成
立
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
観
経
』
の
光
台
現
国
を
中
心
と
す
る
経
説
を
理
解
し
、
加
え
て
善
導
の
定
散
二
善
の
理
解
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
善
導
の
意
図
が

よ
り
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
『
観
経
疏
』
「
玄
義
分
」
に
は
、

（
Ⅳ
）

問
日
、
定
散
二
善
因
二
誰
致
一
頭
答
日
、
定
善
一
門
章
提
致
請
、
散
善
一
門
是
仏
自
説
。

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

八
一



又
『
無
量
寿
経
』
云
、
「
法
蔵
比
丘
在
二
世
饒
王
仏
所
《
行
二
菩
薩
道
一
時
、
発
二
四
十
八
願
↓
二
願
言
、
若
我
得
し
仏
、
十
方
衆
生
二

（
羽
）

称
我
名
号
一
願
し
生
二
我
国
《
下
至
二
十
念
《
若
不
レ
生
者
不
し
取
二
正
覚
一
」

と
し
て
示
さ
れ
る
『
仏
説
無
量
寿
経
』
（
以
下
、
『
大
経
』
）
第
十
八
願
の
「
称
我
名
号
」
と
結
び
つ
く
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
従

っ
て
善
導
は
、
光
台
現
国
の
お
い
て
釈
尊
が
説
き
示
す
定
散
二
善
の
法
門
に
よ
っ
て
、
章
提
希
を
は
じ
め
と
す
る
「
未
来
世
一
切
凡

夫
」
が
救
済
さ
れ
る
法
門
、
す
な
わ
ち
『
大
経
』
の
念
仏
往
生
の
法
が
説
き
顕
さ
れ
た
の
が
『
観
経
』
で
あ
り
、
「
未
来
世
一
切
凡
夫
」

と
あ
り
、
「
散
善
義
」
に
も
同
じ
く
、

（
蛆
）

前
明
二
十
三
観
一
以
為
二
定
菫
見
即
是
章
提
致
請
、
如
来
已
答
。
後
明
二
三
福
九
口
四
名
為
二
散
姜
見
是
仏
自
説
。

と
あ
る
よ
う
に
、
善
導
に
お
い
て
釈
尊
が
章
提
希
の
請
い
に
由
来
せ
ず
に
説
示
し
た
も
の
こ
そ
が
要
門
中
の
後
三
観
、
す
な
わ
ち
散
善

（
四
）

（
三
福
九
品
）
で
あ
っ
た
。
し
か
も
章
提
希
に
対
し
て
は
「
夫
人
是
凡
非
し
聖
」
、
九
品
に
対
し
て
も
、

又
看
二
此
『
観
経
』
定
善
及
三
輩
上
下
文
意
《
総
是
仏
去
レ
世
後
五
濁
凡
夫
。
但
以
二
遇
し
縁
有
諺
異
、
致
し
令
二
九
品
差
別
↓
何
者
上

（
別
）

品
三
人
遇
し
大
凡
夫
、
中
品
三
人
是
遇
し
小
凡
夫
、
下
品
三
人
是
遇
し
悪
凡
夫
。

と
い
い
、
九
品
そ
れ
ぞ
れ
は
、
み
な
凡
夫
で
あ
っ
て
、
釈
尊
滅
後
の
遇
縁
の
差
に
よ
る
相
違
し
か
有
し
て
い
な
い
と
し
、
加
え
て
「
欲
し

使
三
今
時
善
悪
凡
夫
同
沽
二
九
口
虫
生
し
信
無
し
疑
、
乗
二
仏
願
力
一
悉
得
レ
生
也
」
と
述
べ
る
こ
と
で
、
凡
夫
は
み
な
「
仏
願
力
」
、
先
の
弘

願
の
釈
か
ら
考
え
れ
ば
阿
弥
陀
仏
の
弘
願
の
は
た
ら
き
に
乗
ず
れ
ば
往
生
を
得
る
と
さ
れ
る
。

善
導
は
、
釈
尊
が
章
提
希
に
直
接
請
わ
れ
た
の
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
仏
滅
後
の
「
未
来
世
一
切
凡
夫
」
の
た
め
に
自
発
的
に

説
き
示
し
た
の
が
散
善
（
三
福
九
品
）
で
あ
る
と
理
解
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
必
然
的
に
注
目
さ
れ
た
の
が
九
品
の
中
で
も
極

（
皿
）

重
の
悪
人
と
さ
れ
る
下
品
下
生
（
下
々
品
）
の
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
説
か
れ
た
「
汝
若
不
し
能
し
念
者
、
応
し
称
二
無
量
寿
仏
一
」
の
語

（
犯
）

で
あ
る
。
「
称
無
量
寿
仏
」
と
は
、

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

八
二



と
釈
し
て
い
る
。
釈
尊
の
「
除
苦
悩
法
」
を
説
こ
う
と
し
た
そ
の
言
葉
に
応
じ
て
、
無
量
寿
仏
が
空
中
に
住
立
し
、
章
提
希
は
見
仏
す

る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
「
除
二
苦
悩
法
一
」
と
は
「
無
量
寿
仏
」
そ
の
も
の
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
釈
尊
と
無
量
寿
仏
と
の
関
係

を
、
釈
尊
は
物
（
衆
生
）
の
た
め
に
想
い
を
西
方
に
住
せ
し
め
、
無
量
寿
仏
は
情
を
知
る
た
め
に
娑
婆
に
影
臨
す
る
と
い
い
、
釈
尊
と

弥
陀
の
意
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
器
朴
の
差
、
郵
匠
の
職
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
経
文
の
「
説
是
語
時
」
に
対
し
て
七
つ
に
分
け

解
釈
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
前
三
に
注
目
す
る
。

第
一
は
、
釈
尊
の
阿
難
・
章
提
希
に
対
す
る
告
勧
と
さ
れ
る
が
、
善
導
が
「
玄
義
分
」
に
お
い
て
章
提
希
一
人
に
告
勧
を
限
定
し
て

い
た
こ
と
は
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
第
二
に
、
無
量
寿
仏
は
釈
尊
の
「
除
二
苦
悩
法
一
」
の
声
に
応
じ
て
現
れ
、
章
提
希
が
往
生
を
得

（
お
）

る
こ
と
を
証
す
。
章
提
希
の
見
仏
は
、
「
見
以
二
不
見
《
皆
是
仏
恩
力
」
と
あ
る
よ
う
に
無
量
寿
仏
自
ら
の
救
済
意
志
に
基
づ
く
出
現
を

（
妬
）

根
拠
と
し
、
無
量
寿
仏
の
力
用
に
よ
っ
て
往
生
が
証
せ
ら
れ
る
と
い
う
授
記
が
成
立
し
た
こ
と
を
い
う
。
第
三
に
、
弥
陀
が
空
中
に
住

こ
そ
が
『
観
経
』
全
体
に
わ
た
っ
て
意
識
さ
れ
、
そ
の
救
済
が
説
か
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
章
提
希
が
得
忍
し
た
と
さ
れ
る
華
座
観
の
見
仏
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
先
に
引
用
し
た
華
座
観
の
「
説
是
語
時
」
よ
り

「
不
得
為
比
」
に
対
し
て
善
導
は
、

三
従
二
説
是
語
時
一
下
至
二
不
得
為
比
一
已
来
、
正
明
下
娑
婆
化
主
為
し
物
故
住
二
想
西
方
《
安
楽
慈
尊
知
し
情
故
則
影
中
臨
東
域
琿
斯
乃

二
尊
許
応
無
し
異
。
直
以
隠
顕
有
し
殊
正
由
二
器
朴
之
類
萬
差
一
致
し
使
三
互
為
二
郵
匠
雪
言
二
説
是
語
時
一
者
正
明
就
二
此
意
中
｝
即
有
二
其

七
幻
一
明
下
告
二
勧
二
人
一
時
上
也
。
二
明
下
弥
陀
応
し
声
即
現
証
上
し
得
二
往
生
一
也
。
三
明
下
弥
陀
在
し
空
而
立
但
使
廻
レ
心
正
念
願
し
生
二

（
別
）

我
国
一
立
即
得
占
生
也
。

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

二
、
章
提
希
の
見
仏
得
忍

八



立
す
る
の
は
、
章
提
希
が
廻
心
正
念
し
浄
土
往
生
を
願
え
ば
即
時
に
往
生
を
得
る
と
し
て
、
章
提
希
の
「
廻
心
」
を
求
め
て
い
る
。

「
廻
心
」
の
語
は
善
導
著
述
中
で
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
「
序
分
義
」
に
は
光
台
現
国
の
後
、
釈
尊
が
「
未
来
世

（
”
）

一
切
凡
夫
」
の
た
め
に
定
散
二
善
を
説
き
始
め
よ
う
と
す
る
箇
所
で
「
此
明
下
夫
人
所
し
請
利
益
弥
深
、
及
二
未
来
一
廻
心
皆
到
上
」
、
『
法

事
讃
』
に
は
「
由
下
弥
陀
因
地
、
世
饒
王
仏
所
捨
レ
位
出
し
家
、
即
起
二
悲
智
之
心
広
弘
四
十
八
願
一
以
二
仏
願
力
一
五
逆
之
与
二
十
悪
一
罪
滅

（
犯
）

得
し
生
、
誇
法
閏
提
廻
心
皆
往
上
」
と
あ
る
。
「
皆
到
」
「
皆
往
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
廻
心
」
は
往
生
し
う
る
か
ど
う
か
に
関
わ
る
概
念

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
華
座
観
に
お
け
る
見
仏
「
廻
心
願
生
」
と
光
台
現
国
に
お
け
る
「
願
生
」
と
に
相
違
が
見

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
章
提
希
は
、
光
台
現
国
に
お
い
て
既
に
「
阿
弥
陀
仏
所
」
に
生
ず
る
こ
と
を
願
い
、
そ
の
方
法
を
釈
尊

に
問
う
て
い
た
。
そ
の
上
で
、
華
座
観
の
見
仏
の
場
面
に
お
い
て
「
廻
心
正
念
願
生
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
願
生
」
は

異
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
廻
心
に
注
目
す
る
な
ら
ば
章
提
希
に
は
二
種
の
「
願
生
」
が
語
ら
れ
、
し
か
も
得
忍
し
た
階
位
に
対
し
て
は
、

言
二
心
歓
喜
故
得
忍
一
者
、
此
明
下
阿
弥
陀
仏
国
清
浄
光
明
現
二
醒
則
何
勝
二
踊
躍
↓
因
二
黙
喜
一
故
即
得
中
無
生
之
忍
理
亦
名
二
喜
忍
《

亦
名
二
悟
憂
亦
名
二
信
忍
至
此
乃
玄
談
未
レ
標
二
得
処
↓
欲
し
令
三
夫
人
等
臓
二
心
此
益
至
勇
猛
專
精
心
想
見
時
方
応
し
悟
レ
忍
。
此
多

（
羽
）

是
十
信
中
忍
非
二
解
行
已
上
忍
一
也
。

と
、
無
生
法
忍
の
内
容
を
従
来
の
「
無
量
忍
者
。
通
亦
遍
在
。
別
則
不
定
。
如
龍
樹
説
。
初
地
已
上
亦
得
無
生
。
若
依
仁
応
及
与
地
経

（
釦
）

無
生
在
於
七
八
九
地
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
不
生
不
滅
の
理
に
安
住
す
る
と
い
う
高
い
階
位
で
は
な
く
、
喜
忍
・
悟
忍
・
信
忍
を
内

容
と
す
る
十
信
中
の
忍
で
あ
り
、
解
（
十
解
）
行
（
十
行
）
以
上
の
忍
で
は
な
い
と
し
て
低
い
階
位
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
を
併
せ
考

え
る
な
ら
ば
、
善
導
は
明
確
に
「
廻
心
」
前
後
を
区
別
し
て
い
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
を
河
智
義
邦
は
、

「
見
」
と
は
人
間
的
能
力
に
お
い
て
で
は
な
く
、
寧
ろ
自
力
的
な
は
か
ら
い
を
破
棄
す
る
と
こ
ろ
か
ら
仏
の
う
ち
に
成
就
さ
れ
て

く
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、
行
人
自
ら
の
主
体
的
立
場
が
、
仏
力
の
働
き
に
帰
命
信
順
す
る
態
度

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
草
提
希
得
忍
に
つ
い
て

八
四



章
提
希
の
見
仏
は
、
釈
尊
の
力
用
と
無
量
寿
仏
自
ら
の
出
現
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
し
か
し
、
釈
尊
が
無
量
寿
仏
を
出
現
さ
せ
る
の

で
は
な
い
か
ら
、
「
除
二
苦
悩
法
一
」
は
無
量
寿
仏
そ
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
釈
尊
の
力
用
は
、
「
凡
夫
（
物
）
」
の
想
い
を
西

方
に
住
せ
し
め
る
こ
と
、
「
凡
夫
」
の
「
情
」
を
開
示
す
る
意
義
を
有
す
る
。
こ
の
点
を
善
導
は
、
『
観
経
』
に
あ
る
「
異
の
方
便
」
を

釈
し
て
「
次
下
日
想
・
水
想
・
氷
想
乃
至
二
十
三
観
一
已
来
尽
名
二
異
方
便
一
也
。
欲
し
使
下
衆
生
於
二
此
観
門
一
二
得
し
成
、
見
二
彼
妙
事
一

（
詔
）

心
歓
喜
故
即
得
中
無
生
上
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
情
」
は
否
定
さ
れ
ず
「
情
」
に
即
し
て
無
量
寿
仏
が
凡
夫
を
救
い

（
弧
）

取
る
。
そ
れ
が
「
安
楽
慈
尊
知
し
情
故
則
影
中
臨
東
域
上
」
と
い
わ
れ
、
章
提
希
の
別
選
の
背
景
に
釈
尊
の
密
意
を
見
る
と
い
う
註
釈
、

釈
尊
が
要
門
、
無
量
寿
仏
が
弘
願
と
い
う
二
尊
二
教
の
註
釈
が
な
さ
れ
る
理
由
な
の
で
あ
る
。

で
は
、
章
提
希
の
体
験
し
た
見
仏
得
忍
を
「
未
来
世
一
切
凡
夫
」
は
同
じ
よ
う
に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
両
者
の
間
に
は
、

（
調
）

凡
夫
と
い
う
共
通
点
を
有
し
な
が
ら
も
「
未
来
世
一
切
凡
夫
」
が
「
総
是
仏
去
世
後
五
濁
凡
夫
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
釈
尊
」

（
証
）

へ
と
転
換
さ
れ
る
必
要
性
の
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。

と
、
廻
心
と
信
心
（
帰
命
信
順
）
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
指
摘
し
て
お
り
、
善
導
に
お
け
る
「
廻
心
」
後
と
は
、
深
心
釈
で
示
さ
れ

る
五
正
行
、
真
仏
弟
子
と
し
て
の
す
が
た
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
意
義
を
有
す
る
住
立
空
中
の
所
以
を
善
導
は
問
答
に
よ
っ
て
、

此
明
三
如
来
別
有
二
密
一
昼
但
以
下
娑
婆
苦
界
雑
悪
同
居
八
苦
相
焼
動
成
二
違
返
毛
詐
親
含
レ
笑
六
賊
常
随
竺
二
悪
火
坑
臨
臨
欲
し
入
。

（
犯
）

若
不
二
挙
レ
足
以
レ
救
一
迷
業
鑿
之
牢
何
由
得
し
勉
。
為
二
斯
義
一
故
立
撮
即
行
不
し
及
二
端
坐
以
赴
レ
機
一
也
。

と
述
べ
て
い
る
。
娑
婆
の
苦
界
は
、
雑
悪
の
衆
生
が
同
居
し
、
三
悪
道
の
火
の
坑
に
堕
ち
入
ら
ん
と
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
た
め
、
無

量
寿
仏
は
急
ぎ
衆
生
救
済
へ
と
は
た
ら
き
で
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
す
が
た
を
急
ぎ
立
ち
上
が
り
、
端
坐
し
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い

（
立
撮
即
行
）
と
示
し
て
い
る
。

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

八
五



『
観
経
』
で
は
「
阿
弥
陀
仏
」
は
十
四
ヶ
所
、
「
無
量
寿
仏
」
は
十
九
ヶ
所
用
い
ら
れ
て
い
る
。
仏
名
の
相
違
・
併
用
に
基
づ
い
て

（
師
）

山
田
明
爾
が
、
本
来
は
別
々
に
存
在
し
て
い
た
教
説
が
何
ら
か
の
意
図
に
よ
っ
て
一
経
の
体
裁
を
整
え
ら
れ
た
の
が
『
観
経
』
で
は
な

い
か
、
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
て
い
る
よ
う
に
仏
名
の
相
違
は
『
観
経
』
に
お
い
て
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

仏
名
の
使
用
例
を
見
る
と
、
「
阿
弥
陀
仏
」
は
『
観
経
』
序
分
、
雑
想
観
、
散
善
に
説
か
れ
、
序
分
（
三
例
）
で
は
「
阿
弥
陀
仏
の

極
楽
世
界
」
な
ど
往
生
す
る
国
土
と
し
て
説
か
れ
る
。
雑
想
観
以
後
、
来
迎
、
光
明
な
ど
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
が
説
か
れ
、
「
称
南

（
犯
）

無
阿
弥
陀
仏
」
と
あ
る
の
は
下
上
・
下
々
品
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
無
量
寿
仏
」
は
十
五
例
が
定
善
、
特
に
華
座
観
に
集
中
し

と
釈
し
て
い
る
。
釈
尊
の
教
説
（
仏
自
説
）
が
凡
夫
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
る
と
理
解
し
た
善
導
に
お
い
て
は
、

提
希
と
同
じ
よ
う
に
得
忍
す
る
方
法
と
し
て
説
示
さ
れ
た
行
こ
そ
が
「
念
仏
（
称
南
無
阿
弥
陀
仏
）
」
で
あ
っ

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
見
仏
の
際
の
「
見
無
量
寿
仏
」
と
念
仏
（
称
南
無
阿
弥
陀
仏
）
と
で
は
仏
名
《

『
観
経
』
に
注
視
し
教
学
を
形
成
し
た
曇
鶯
や
道
緯
は
「
称
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
語
を
用
い
て
い
な
い
と
い
差

お
い
て
は
じ
め
て
「
専
称
弥
陀
仏
名
」
「
称
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
語
が
重
視
さ
れ
た
と
も
い
え
る
た
め
仏
名
（

造
に
注
目
し
見
て
い
く
。

い
る
。
釈
尊
の
教
説
（
仏
自
説
）
が
凡
夫
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
る
と
理
解
し
た
善
導
に
お
い
て
は
、

が
存
在
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
決
定
的
な
差
異
が
あ
る
。
華
座
観
に
お
い
て
章
提
希
が
得
忍
し
た
の
に
続
き
「
未
来
衆
生
当
三
云
何
観
二

無
量
寿
仏
及
二
菩
薩
一
」
と
あ
る
語
に
対
し
善
導
は
、

正
明
下
夫
人
領
二
荷
仏
恩
《
為
し
物
陳
し
疑
生
中
於
後
問
理
此
明
下
夫
人
意
者
、
仏
今
現
在
、
蒙
二
尊
加
念
一
得
し
観
二
弥
陀
一
仏
滅
後
衆
生

（
調
）

云
何
可
参
見
也
。

釈
尊
滅
後
の
凡
夫
が
章

じ
よ
う
に
得
忍
す
る
方
法
と
し
て
説
示
さ
れ
た
行
こ
そ
が
「
念
仏
（
称
南
無
阿
弥
陀
仏
）
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注
目
し
た
い
の
が
、
見
仏
の
際
の
「
見
無
量
寿
仏
」
と
念
仏
（
称
南
無
阿
弥
陀
仏
）
と
で
は
仏
名
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
、

に
注
視
し
教
学
を
形
成
し
た
曇
鶯
や
道
緯
は
「
称
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
語
を
用
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
善
導
に

じ
め
て
「
専
称
弥
陀
仏
名
」
「
称
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
語
が
重
視
さ
れ
た
と
も
い
え
る
た
め
仏
名
の
相
違
を
『
観
経
』
の
構

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

三
、
「
無
量
寿
仏
」
と
「
阿
弥
陀
仏
」

八
六



「
観
（
見
）
仏
」
の
対
象
で
あ
る
無
量
寿
仏
は
ど
の
よ
う
な
仏
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
か
。
華
座
観
に
お
い
て
無
量
寿
仏
が
住
立

（
調
）

空
中
し
た
後
、
「
光
明
熾
盛
不
可
具
見
」
と
あ
る
こ
と
に
対
し
善
導
は
「
五
明
二
三
尊
身
心
円
浄
、
光
明
踊
盛
一
也
。
六
明
下
仏
身
光
明
朗

（
㈹
）

照
二
十
方
《
垢
障
凡
夫
、
何
能
具
観
上
」
、
真
身
観
の
「
無
量
寿
仏
～
〈
中
略
〉
～
二
光
明
、
偏
照
二
十
方
世
界
念
仏
衆
生
一
摂
取
不
し

（
虹
）

捨
」
（
中
略
筆
者
）
に
対
し
て
は
、
「
五
明
三
光
所
し
及
処
、
偏
蒙
二
摂
益
一
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
無
量
寿
仏
」
（
除
二
苦
悩
法
一
）

と
は
「
光
」
に
よ
っ
て
凡
夫
を
救
う
仏
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
雑
想
観
で
は
、
「
阿
弥
陀
仏
」
と
「
無
量
寿
仏
」
と

と
は
「
光
」
一

ま
た
、
定
善
以
外
一

名
」
だ
け
で
あ
る
。

（
蛇
）

無
量
寿
仏
身
量
無
辺
、
非
二
是
凡
夫
心
力
所
諺
及
。
然
彼
如
来
宿
願
力
故
、
有
二
憶
想
一
者
必
得
二
成
就
一
・

と
あ
り
、
華
座
観
の
「
不
可
具
見
」
と
同
様
に
凡
夫
の
心
力
は
及
ば
な
い
が
、
「
如
来
宿
願
力
」
に
よ
れ
ば
成
就
で
き
る
と
あ
る
。
そ

（
蝿
）

の
後
、
九
品
に
入
る
と
上
々
品
で
は
「
阿
弥
陀
仏
放
二
大
光
明
一
照
二
行
者
身
《
与
二
諸
菩
薩
一
授
レ
手
迎
接
」
、
上
下
品
で
は
「
阿
弥
陀
仏

（
“
）

及
観
世
音
・
大
勢
至
、
与
二
諸
舂
属
一
持
二
金
蓮
華
《
化
二
作
五
百
化
仏
一
来
迎
二
此
人
Ｅ
な
ど
と
説
か
れ
、
「
無
量
寿
仏
」
の
は
た
ら
き
と

し
て
そ
れ
ま
で
示
さ
れ
て
い
る
内
容
が
「
阿
弥
陀
仏
」
に
対
し
て
説
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
下
上
品
で
は
「
合
掌
叉
手
、
称
二
南
無
阿

（
妬
）

弥
陀
仏
↓
称
二
仏
名
一
故
除
二
五
十
億
劫
生
死
之
罪
こ
と
称
名
が
説
か
れ
、
下
々
品
に
至
り
「
汝
若
不
し
能
し
念
者
、
応
し
称
二
無
量
寿
仏
↓

（
妬
）

如
レ
是
至
レ
心
、
令
二
声
不
戸
絶
、
具
二
足
十
念
一
称
二
南
無
阿
弥
陀
仏
《
称
二
仏
名
一
故
、
於
二
念
念
中
一
除
二
八
十
億
劫
生
死
之
罪
一
」
と
し
て
、

明
確
に
「
無
量
寿
仏
」
と
「
阿
弥
陀
仏
」
が
同
一
の
存
在
と
し
て
提
示
さ
れ
て
く
る
。

『
観
経
』
は
、
「
阿
弥
陀
仏
所
」
へ
の
往
生
を
求
め
る
章
提
希
の
「
我
今
楽
し
生
二
極
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
所
こ
と
い
う
請
い
か
ら
「
未

が
併
用
さ
れ
、

て
い
る
こ
と
、
ま
た
用
例
の
殆
ど
が
「
見
無
量
寿
仏
」
「
観
無
量
寿
仏
」
な
ど
と
「
観
（
見
）
仏
」
の
対
象
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
定
善
以
外
で
も
「
観
（
見
）
仏
」
の
対
象
と
し
て
出
さ
れ
な
い
も
の
は
下
々
品
の
「
称
無
量
寿
仏
」
、
付
属
の
「
持
無
量
寿
仏

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
童
提
希
得
忍
に
つ
い
て

八
七



を
善
導
が
「
直
日
牢

（
以
下
、
『
礼
讃
』
）

弥
陀
世
尊
、
一
本

来
世
一
切
凡
夫
」
の
救
済
を
説
き
示
し
て
い
た
。
そ
の
救
済
と
は
、
「
阿
弥
陀
仏
」
の
浄
土
に
「
無
量
寿
仏
」
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て

往
生
す
る
と
い
う
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
観
経
』
で
は
、
そ
の
「
見
無
量
寿
仏
」
が
凡
夫
に
と
っ
て
は

「
如
来
宿
願
力
」
が
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
と
説
示
し
た
上
で
、
「
阿
弥
陀
仏
」
の
は
た
ら
き
を
説
く
こ
と
へ
そ
の
経
説
を
変
え
、

最
終
的
に
「
称
無
量
寿
仏
」
と
「
称
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
が
同
一
で
あ
る
と
し
、
流
通
分
に
お
い
て
「
汝
、
好
持
二
是
壺
曳
持
二
是
語
一

（
卿
）

者
、
即
持
二
無
量
寿
仏
名
一
」
と
い
う
称
名
を
明
か
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
観
経
』
は
、
前
半
（
前
十
三
観
）
で
は
「
見
無
量
寿
仏
」

が
「
阿
弥
陀
仏
」
の
浄
土
に
往
生
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
な
行
で
あ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
「
阿
弥
陀
仏
」
の
は
た

ら
き
を
受
け
ず
に
は
不
可
能
で
あ
る
と
示
し
た
上
で
、
後
半
（
後
三
観
）
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
た
ち
が
「
阿
弥
陀
仏
」
の
浄
土
に
往

生
す
る
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
く
と
い
う
構
造
を
持
ち
な
が
ら
、
「
称
南
無
阿
弥
陀
仏
」
に
帰
結
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で

な
さ
れ
る
の
が
、
「
見
無
量
寿
仏
」
が
「
阿
弥
陀
仏
」
の
は
た
ら
き
に
よ
る
と
い
う
こ
と
と
、
「
見
」
の
対
象
で
あ
っ
た
「
無
量
寿
仏
」

と
「
阿
弥
陀
仏
」
と
の
同
一
視
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
見
無
量
寿
仏
」
が
「
阿
弥
陀
仏
」
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
成
立
す
る
こ

と
、
「
見
無
量
寿
仏
」
に
よ
る
救
済
が
、
「
称
南
無
阿
弥
陀
仏
（
Ⅱ
称
無
量
寿
仏
）
」
で
も
成
立
し
う
る
こ
と
を
説
示
し
よ
う
と
し
た
の

が
『
観
経
』
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
観
経
』
を
こ
の
よ
う
な
構
造
で
理
解
し
、
加
え
て
「
凡
夫
」
の
往
生
と
い
う
問
題
意
識
を
有
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
「
阿
弥
陀
仏
」

の
は
た
ら
き
、
「
阿
弥
陀
仏
」
の
救
済
に
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
善
導
は
こ
う
し
た
視
点
を
持
ち
、
し
か
も
、
そ
れ
を
『
大
経
』

で
説
か
れ
る
第
十
八
願
の
法
門
に
求
め
、
解
釈
し
て
い
っ
た
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
例
え
ば
、
雑
想
観
で
い
う
「
如
来
宿
願
力
」

（
妃
）

を
善
導
が
「
直
是
弥
陀
願
重
、
致
し
使
二
想
者
皆
成
匡
と
述
べ
る
こ
と
や
、
「
玄
義
分
」
に
お
け
る
弘
願
の
釈
、
ま
た
『
往
生
礼
讃
』

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

発
二
深
重
誓
願
《
以
二
光
明
・
名
号
一
摂
二
化
十
方
↓
但
使
信
心
求
念
、
上
尽
二
一
形
一
下
至
二
十
声
一
声
等
《
以
二
仏
願

で
の
、

八

八



と
の
文
を
見
れ
ば
、
「
見
無
量
寿
仏
」
が
成
立
す
る
根
拠
た
る
「
宿
願
力
」
を
」
阿
弥
陀
仏
の
本
願
、
第
十
八
願
と
し
て
善
導
が
理
解

し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
下
上
品
の
称
名
滅
罪
に
対
し
て
は
、
「
五
明
三
智
者
転
レ
教
称
二
念
弥
陀
之
号
↓
六
明
下
以
し

称
二
弥
陀
名
一
故
、
除
し
罪
五
百
万
劫
上
～
〈
中
略
〉
～
又
仏
名
是
一
、
即
能
摂
レ
散
以
住
し
心
。
復
教
令
二
正
念
称
諺
名
。
由
二
心
重
一
故
、
即

（
卵
）

能
除
レ
罪
多
劫
也
」
（
中
略
筆
者
）
と
い
い
、
名
号
に
滅
罪
の
功
徳
を
説
き
、
下
中
品
の
「
遇
下
善
知
識
以
二
大
慈
悲
一
為
説
二
阿
弥
陀
仏
十

（
副
）

力
威
徳
一
広
説
二
彼
仏
光
明
神
力
《
亦
讃
中
戒
定
慧
解
脱
解
脱
智
見
理
此
人
聞
已
除
二
八
十
億
劫
生
死
之
罪
一
」
に
対
し
て
は
、
「
四
明
三
善

（
兜
）

人
為
説
二
弥
陀
功
徳
↓
五
明
下
罪
人
既
聞
二
弥
陀
名
号
《
即
除
レ
罪
多
劫
上
」
と
釈
す
こ
と
で
、
「
十
力
威
徳
・
光
明
神
力
。
戒
定
慧
解
脱
解

脱
智
見
」
の
徳
が
「
聞
弥
陀
名
号
」
に
集
約
さ
れ
て
「
除
罪
」
の
は
た
ら
き
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
称
名
」
で
は
な
く
、
「
名
号
」
の
は

た
ら
き
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
先
の
『
礼
讃
』
で
示
さ
れ
た
よ
う
な
本
願
の
思
想
が
背
景
に
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

「
阿
弥
陀
仏
」
の
本
願
を
背
景
に
し
た
光
明
と
名
号
の
救
済
の
は
た
ら
き
、
そ
し
て
善
導
が
釈
尊
の
説
示
の
根
本
的
意
趣
を
示
し
て

（
認
）

「
上
来
錐
レ
説
二
定
散
両
門
之
益
一
望
二
仏
本
願
一
意
在
三
一
向
専
二
称
弥
陀
仏
名
一
」
と
述
べ
る
こ
と
で
、
『
観
経
』
の
経
説
が
「
称
無
量

寿
仏
」
へ
と
集
約
さ
れ
る
と
示
し
た
称
名
と
の
関
係
は
、
真
身
観
の
「
二
光
明
偏
照
二
十
方
世
界
念
仏
衆
生
一
摂
取
不
し
捨
」
の
語
に

対
し
て
設
け
ら
れ
た
善
導
の
問
答
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
「
問
日
、
備
修
二
衆
行
《
但
能
回
向
皆
得
二
往
生
聿
何
以
仏
光

普
照
唯
摂
二
念
仏
者
一
有
二
何
意
こ
と
、
な
ぜ
仏
（
無
量
寿
仏
）
の
光
明
は
念
仏
（
称
名
）
す
る
も
の
の
み
を
摂
取
す
る
の
か
と
問
わ

れ
る
。
そ
し
て
、
衆
生
と
仏
と
の
三
業
は
離
れ
な
い
（
彼
此
三
業
不
相
捨
離
）
と
い
う
親
縁
、
衆
生
が
仏
を
見
た
い
と
願
え
ば
目
の
前

に
現
れ
る
と
い
う
近
縁
、
衆
生
が
称
念
す
れ
ば
多
劫
の
罪
が
除
か
れ
、
命
終
時
に
は
仏
が
聖
衆
と
と
も
に
来
迎
、
迎
接
す
る
と
い
う
増

上
縁
と
い
う
三
縁
を
挙
げ
た
後
、

（
⑱
）

力
一
易
得
二
往
生
↓

是
故
諸
経
中
処
処
広
讃
二
念
仏
功
能
聿
如
二
『
無
量
寿
経
』
四
十
八
願
中
《
唯
明
下
専
念
二
弥
陀
名
号
一
得
参
生
。
又
二
『
弥
陀
経
』
中
一

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

八
九



一
日
七
日
専
念
二
弥
陀
名
号
一
得
し
生
。
又
十
方
恒
沙
諸
仏
証
誠
不
し
虚
。
又
此
『
経
』
定
散
文
中
、
唯
標
下
専
念
二
名
号
一
得
惨
生
。
此

（
別
）

令
非
し
一
也
。
広
顕
二
念
仏
三
昧
一
寛
。

と
述
べ
て
ら
れ
て
い
る
。
『
大
経
』
『
阿
弥
陀
経
』
を
根
拠
と
し
て
『
観
経
』
で
説
か
れ
る
「
専
念
名
号
得
生
」
を
証
明
し
、
「
専
念
弥

陀
名
号
」
が
念
仏
三
昧
で
あ
る
と
い
う
。
「
専
念
弥
陀
名
号
」
と
は
、
第
十
八
願
で
説
か
れ
る
「
称
我
名
号
」
で
あ
り
、
先
に
指
摘
し

た
よ
う
に
善
導
に
お
い
て
名
号
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
功
徳
が
お
さ
ま
っ
た
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
根
拠

と
し
て
名
号
を
称
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
生
す
る
と
示
し
た
の
で
あ
る
。
光
明
の
摂
取
が
成
立
す
る
根
拠
を
問
う
中
で
、
名
号
と
称
名

と
光
明
と
の
関
係
を
説
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
「
無
量
寿
仏
」
の
光
明
摂
取
と
念
仏
（
称
名
）
と
が
関

連
し
て
説
示
さ
れ
る
中
で
仏
を
見
る
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
『
観
経
』
の
主
題
で
あ
っ
た
光
の
仏
と
し
て

の
「
無
量
寿
仏
」
、
そ
の
「
無
量
寿
仏
」
を
見
る
と
い
う
「
見
仏
」
を
含
ん
だ
も
の
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

善
導
に
お
い
て
は
釈
尊
が
「
未
来
世
一
切
凡
夫
」
の
た
め
に
説
き
示
し
た
行
こ
そ
が
「
無
量
寿
仏
の
名
を
称
え
る
（
称
名
）
」
と
い

う
「
一
向
專
称
弥
陀
仏
名
（
称
我
名
号
・
念
仏
三
昧
）
」
で
あ
り
、
こ
の
称
名
に
よ
っ
て
「
仏
滅
後
」
の
凡
夫
に
お
い
て
も
章
提
希
と

同
じ
く
救
済
が
成
立
す
る
。
す
な
わ
ち
、
得
忍
し
う
る
。
こ
の
際
、
問
題
と
な
る
の
が
章
提
希
の
得
忍
の
契
機
で
あ
る
、
「
見
無
量
寿

仏
」
、
見
仏
で
あ
っ
た
。
善
導
は
、
『
観
経
』
の
構
造
に
注
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
見
仏
と
同
様
の
内
容
が
、
「
称
南
無
阿
弥
陀

仏
」
で
も
成
立
し
う
る
こ
と
を
読
み
解
き
、
そ
の
「
称
南
無
阿
弥
陀
仏
」
が
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
根
拠
と
す
る
と
解
釈
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
章
提
希
と
は
釈
尊
滅
後
か
否
か
か
の
相
違
を
持
つ
「
未
来
世
一
切
凡
夫
」
で
あ
っ
て
も
、
章
提
希
同
様
に
「
阿
弥
陀
仏
」
の

は
た
ら
き
を
根
拠
と
し
て
、
見
仏
は
成
立
す
る
。
三
縁
釈
で
示
さ
れ
た
通
り
下
々
品
の
も
の
に
お
い
て
は
、
そ
の
は
た
ら
き
を
「
名

号
」
に
集
約
し
て
捉
え
、
そ
の
名
を
称
え
て
い
く
と
い
う
「
称
名
」
に
よ
っ
て
凡
夫
と
無
量
寿
仏
と
に
は
密
接
な
対
応
関
係
の
構
築
が

さ
れ
る
こ
と
で
、
「
見
仏
」
の
内
容
が
そ
こ
に
含
ま
れ
る
こ
と
で
救
済
が
成
立
す
る
と
善
導
は
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
河
智
義
邦
が
、

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

九
○



こ
れ
を
真
身
観
を
修
し
見
仏
の
体
験
を
し
、
仏
心
を
体
認
し
た
善
導
の
実
感
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
称
名
相
続
の
者
に
も

（
弱
）

法
界
身
と
し
て
働
い
て
い
る
阿
弥
陀
仏
の
光
明
（
本
願
）
の
現
れ
が
観
知
で
き
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

と
述
べ
、
三
縁
釈
が
善
導
の
実
体
験
、
し
か
も
称
名
相
続
の
と
こ
ろ
に
「
見
光
明
」
と
し
て
の
「
見
仏
」
の
義
が
内
在
し
て
い
る
と
指

摘
し
て
い
る
の
も
こ
う
し
た
理
由
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

善
導
に
よ
る
阿
弥
陀
仏
の
本
願
へ
の
注
視
は
、
『
観
経
』
註
釈
以
前
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
『
観
経
疏
』
以
外
の
著
述
か
ら
も

指
摘
で
き
る
。
先
に
指
摘
し
た
『
礼
讃
』
、
『
観
念
法
門
』
で
は
『
大
経
』
な
ど
の
経
典
よ
っ
て
滅
罪
・
護
念
・
見
仏
・
摂
生
・
証
生
の

（
髄
）

五
種
増
上
縁
を
説
く
が
、
そ
の
な
か
見
仏
増
上
縁
で
は
「
是
弥
陀
仏
三
念
願
力
外
加
故
得
し
令
二
見
仏
一
」
と
い
い
、
『
観
経
』
華
座
観

の
経
説
を
引
用
し
な
が
ら
、
章
提
希
の
見
仏
が
『
般
舟
三
昧
経
』
の
三
念
願
力
に
基
づ
き
な
が
ら
、
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
が
見
仏
成

立
の
根
拠
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

又
如
二
下
『
経
』
一
室
「
仏
告
二
阿
難
一
此
経
名
二
観
極
楽
国
土
無
量
寿
仏
及
観
世
音
大
勢
至
菩
薩
経
↓
汝
当
二
受
持
無
彦
令
二
忘
失
↓

行
二
此
三
昧
者
《
現
身
得
し
見
二
無
量
寿
仏
及
二
菩
薩
己
又
以
二
此
経
証
↓
亦
是
弥
陀
仏
三
力
外
加
、
致
し
使
下
凡
夫
念
者
乗
二
自
三
心

力
一
故
得
中
見
仏
理
至
誠
心
・
信
心
・
願
心
為
二
内
因
《
亦
籍
二
弥
陀
三
種
願
力
一
以
為
二
外
縁
聿
外
内
因
縁
和
合
故
即
得
二
見
仏
聿
故

と
い
い
、
行
者
の
信
心
と
願
力
と
が
因
縁
和
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
仏
す
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
『
観
経
』
そ
の
も
の
に
『
大

（
認
）

経
』
、
も
し
く
は
〈
無
量
寿
経
〉
の
影
響
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
未
だ
研
究
す
べ
き
点
を
残
し
て
い
る
が
、
善
導
に
お
い
て
は
章
提
希
を

代
表
と
す
る
凡
夫
の
救
済
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
お
い
て
こ
そ
成
立
す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
と
い
い
う
る
。
こ
う
し
た
理
解
を
も

た
ら
し
の
は
、
曇
鶯
、
道
緯
で
あ
っ
た
こ
と
は
理
解
す
る
に
難
し
く
な
く
、
能
仁
正
顕
は
『
観
念
法
門
』
の
内
容
か
ら
そ
の
成
立
を
論

じ
る
中
で
、

（
印
）

名
二
見
仏
三
昧
増
上
縁
や

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

九
一



『
観
経
』
は
、
章
提
希
に
お
け
る
「
阿
弥
陀
仏
所
」
へ
の
往
生
の
要
求
、
釈
尊
の
説
法
と
無
量
寿
仏
の
は
た
ら
き
に
よ
る
見
仏
を
契

機
と
し
て
「
未
来
世
一
切
凡
夫
」
に
焦
点
を
あ
て
そ
の
救
済
を
説
示
す
る
。
そ
の
経
説
で
は
、
「
観
（
見
）
無
量
寿
仏
」
が
不
可
欠
な

要
素
と
し
て
提
示
す
る
中
で
「
阿
弥
陀
仏
」
の
は
た
ら
き
（
『
大
経
』
）
に
よ
る
根
拠
づ
け
が
行
わ
れ
て
い
た
。
善
導
は
、
こ
の
『
観

善
導
の
こ
う
し
た
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
を
根
本
と
し
た
「
増
上
縁
」
の
考
え
方
は
、
直
接
に
は
『
十
地
経
』
か
ら
得
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
道
緯
に
由
来
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
道
緯
は
『
安
楽
集
』
に
、
『
大
経
』
か
ら
「
十
方
の
人
天
、
我
が
国
に
生

ぜ
む
と
欲
す
る
者
は
皆
阿
弥
陀
如
来
の
大
願
業
力
を
以
て
増
上
縁
と
為
さ
ざ
る
は
莫
し
」
（
真
聖
全
一
・
四
○
六
）
と
い
う
文
を
引

（
弱
）

く
。
さ
ら
に
そ
れ
は
曇
鶯
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
述
べ
、
曇
鶯
・
道
緯
で
説
き
示
さ
れ
た
『
大
経
』
に
基
づ
く
増
上
縁
の
思
想
が
善
導
へ
と
受
け
継
が
れ
、
『
観
念
法
門
』
で
展
開
さ

れ
た
見
仏
論
は
善
導
著
作
の
基
底
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

善
導
は
、
曇
鶯
・
道
緯
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
『
大
経
』
に
基
づ
く
阿
弥
陀
仏
の
救
済
（
増
上
縁
）
の
は
た
ら
き
が
、
『
観
経
』
に
お

け
る
章
提
希
の
救
済
、
「
未
来
世
一
切
凡
夫
」
の
救
済
の
成
立
根
拠
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
『
大
経
』
と
は
ま
さ
し
く
『
礼
讃
』
で
示

さ
れ
た
阿
弥
陀
仏
の
本
願
、
第
十
八
願
に
集
約
さ
れ
る
。
こ
の
際
、
善
導
は
『
観
経
』
の
構
造
そ
の
も
の
が
「
見
無
量
寿
仏
」
に
よ
る

章
提
希
の
得
忍
を
主
題
と
す
る
よ
う
に
し
な
が
ら
、
そ
の
内
容
が
「
阿
弥
陀
仏
」
に
よ
る
救
済
の
は
た
ら
き
、
「
称
名
」
ｌ
「
往
生
」

を
説
示
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
『
観
経
』
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
名
号
の
は
た
ら
き
を
阿
弥
陀

仏
の
本
願
を
根
拠
に
し
て
説
示
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
視
点
を
も
た
ら
し
た
も
の
が
『
観
経
』
に
あ
っ
た
「
無
量
寿
仏
」
と

「
阿
弥
陀
仏
」
と
の
仏
名
の
使
い
分
け
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

結

九
一

一



経
』
の
構
造
に
注
目
し
て
註
釈
を
す
る
こ
と
で
、
一
、
曇
鶯
・
道
緯
の
影
響
に
基
づ
き
、
『
観
経
』
で
は
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
「
阿
弥

陀
仏
」
の
は
た
ら
き
を
『
大
経
』
、
特
に
第
十
八
願
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
二
、
「
凡
夫
」
で
あ
る
章
提
希
の
得
忍
を
根
拠
づ
け
、
三
、

加
え
て
、
章
提
希
の
得
忍
か
ら
開
か
れ
る
「
未
来
世
一
切
凡
夫
」
、
「
仏
滅
後
」
の
凡
夫
の
た
め
の
法
門
こ
そ
が
釈
尊
の
本
意
で
あ
る

「
持
無
量
寿
仏
Ⅱ
称
南
無
阿
弥
陀
仏
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
と
い
え
よ
う
。

註（
１
）
斎
藤
隆
信
（
「
民
衆
仏
教
の
系
譜
」
（
新
ア
ジ
ア
仏
教
史
『
中
国
Ⅱ
階
唐
興
隆
・
発
展
す
る
仏
教
』
佼
成
出
版
社
、
二
○
一
○
）
二

二
一
頁
）
は
、
①
説
話
的
な
害
嶬
謹
が
冗
舌
で
あ
る
、
②
難
解
な
仏
教
用
語
に
必
要
以
上
の
解
説
を
加
え
な
い
、
③
前
後
で
整
合
し
な
い

叙
述
が
見
ら
れ
る
、
④
口
語
表
現
を
多
用
し
て
い
る
、
⑤
三
福
の
「
孝
養
父
母
」
の
解
説
が
過
剰
に
長
い
、
⑥
定
善
義
と
散
善
義
に
讃
偶

が
挿
入
さ
れ
て
い
る
、
な
ど
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
民
衆
へ
の
講
説
を
経
疏
的
な
体
裁
に
ま
と
め
た
の
が
『
観
経
疏
』
で
は

な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。
牧
田
諦
亮
も
同
様
に
「
『
観
経
疏
』
は
正
式
の
経
疏
で
は
な
く
、
長
安
光
明
寺
な
ど
で
民
衆
を
対
象
に
、
『
観

経
』
の
講
話
を
さ
れ
た
と
き
の
台
本
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
（
『
浄
土
仏
教
の
思
想
五
善
導
』
（
春
秋
社
、
二
○
○
○
）
一
二
二
頁
）

と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
柴
田
泰
山
は
、
『
観
経
疏
』
に
お
け
る
呼
格
的
表
現
に
注
目
し
、
『
観
経
疏
』
を
「
『
観
経
』
の
単
な
る
解
釈
学

的
な
注
釈
に
留
ま
ら
ず
、
善
導
自
身
の
日
常
的
な
実
践
行
の
具
体
的
な
方
法
や
、
後
代
に
対
す
る
注
意
事
項
や
特
記
事
項
ま
で
も
説
示
し

て
い
る
典
籍
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
善
導
の
発
言
は
、
善
導
自
身
の
宗
教
体
験
に
基
づ
く
内
容
で
あ
る
と
と
も
に
、

善
導
が
自
ら
の
実
践
を
通
じ
て
考
え
た
内
容
を
末
代
の
凡
夫
に
対
し
て
示
唆
し
て
い
る
内
容
で
も
あ
る
」
（
『
仏
法
僧
論
集
』
第
一
巻
、
山

喜
房
仏
書
林
、
二
○
一
三
）
と
い
う
。
『
観
経
疏
』
の
文
体
等
に
対
し
て
は
稿
を
改
め
て
発
表
し
た
い
。

（
２
）
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
一
三
経
七
祖
篇
』
（
以
下
、
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
）
七
九
三
頁

（
３
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
七
九
四
頁

（
４
）
普
賢
大
圓
「
善
導
教
義
の
要
点
」
（
『
宗
学
院
論
集
』
四
四
号
、
一
九
七
六
）
、
三
枝
樹
隆
善
「
『
観
経
疏
』
の
研
究
」
（
『
善
導
教
学
の
研

究
』
東
洋
文
化
出
版
、
一
九
八
○
）
参
照
。

（
５
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
六
七
八
頁

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

九



（
６
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
八
四
頁

（
７
）
正
木
晴
彦
「
『
観
経
疏
』
に
お
け
る
科
文
の
研
究
」
（
中
村
元
博
士
還
暦
記
念
論
集
『
イ
ン
ド
思
想
と
仏
教
』
春
秋
社
、
一
九
七
三
）
、

「
諸
『
観
経
疏
』
に
見
る
定
善
と
散
善
の
問
題
」
（
橋
本
博
士
退
官
記
念
仏
教
研
究
論
集
刊
行
会
編
『
仏
教
研
究
論
集
』
清
文
堂
、
一
九

七
五
）
、
「
観
仏
と
念
仏
ｌ
諸
『
観
経
疏
』
に
お
け
る
観
・
念
の
問
題
」
（
玉
城
康
四
郎
博
士
還
暦
記
念
論
集
『
仏
の
研
究
』
春
秋
社
、
一

九
七
七
）
、
藤
田
宏
達
『
人
類
の
知
的
遺
産
肥
善
導
』
（
講
談
社
、
一
九
八
五
）
九
二
～
一
○
二
頁
、
同
『
浄
土
三
部
経
の
研
究
』

（
岩
波
書
店
、
二
○
○
七
）
二
二
二
～
二
三
二
頁
等
参
照
。

（
８
）
藤
田
宏
達
『
善
導
』
九
二
頁

（
９
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
八
○
頁

（
川
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
七
○
八
頁

（
Ⅱ
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
七
○
九
頁

（
、
）
善
導
教
学
に
お
い
て
は
、
「
衆
生
」
が
有
識
、
含
霊
や
含
識
、
稟
識
な
ど
の
語
で
示
さ
れ
る
こ
と
で
「
心
識
を
有
す
る
存
在
と
し
て
の

衆
生
」
が
強
調
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
柴
田
泰
山
（
「
善
導
『
般
舟
讃
』
所
説
の
「
心
識
」
に
つ
い
て
」
『
仏
教
論
叢
』
四
三
号
、

一
九
九
九
）
は
『
般
舟
讃
』
に
お
け
る
心
識
に
対
し
て
中
国
仏
教
教
理
史
上
の
使
用
例
と
善
導
所
説
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
し
、
「
衆

生
側
の
実
践
論
的
な
立
場
か
ら
説
示
さ
れ
た
「
思
慮
し
分
別
す
る
こ
と
を
行
う
心
」
を
意
味
す
る
術
語
」
で
あ
り
、
二
種
深
信
で
説
か
れ

る
「
自
己
認
識
の
心
」
だ
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
「
心
識
」
と
同
様
に
重
要
な
概
念
と
し
て
『
観
経
疏
』
「
序
分
義
」
で
説
か
れ
る
「
業

識
」
の
語
が
あ
る
。
こ
の
語
に
つ
い
て
竹
村
牧
男
（
「
「
信
心
の
業
識
」
に
つ
い
て
」
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
六
○
号
、
二
○
○
六
）

は
『
倶
舎
論
』
の
十
二
縁
起
説
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
し
、
更
に
親
鶯
が
説
く
「
信
心
の
業
識
」
は
『
倶
舎
論
』
と
と

も
に
『
大
乗
起
信
論
』
の
影
響
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
善
導
に
お
い
て
『
大
乗
起
信
論
』
は
、
救
済
論
に
お
い
て
重
要
な
影
響
を
与
え
て

い
る
と
い
え
る
。
『
観
経
疏
』
「
玄
義
分
」
（
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
六
五
六
頁
）
に
お
い
て
「
真
如
広
大
五
乗
不
し
測
二
其
辺
Ｅ
、
「
無
塵
法

界
凡
聖
斉
円
、
両
垢
如
如
則
普
該
二
於
含
識
一
」
な
ど
と
い
い
真
如
は
含
識
に
普
く
具
わ
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
般
舟
讃
』
に

お
い
て
は
「
却
推
二
受
生
之
無
際
《
与
二
空
性
一
同
時
。
同
時
而
有
二
心
識
↓
若
不
下
与
二
空
界
一
同
時
上
有
者
、
一
切
衆
生
即
是
無
し
因
而
始
出

也
」
（
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
一
○
○
七
頁
）
と
い
い
、
『
大
乗
起
信
論
』
の
真
如
縁
起
説
を
背
景
と
し
て
真
如
が
具
わ
っ
て
い
な
が
ら
も
、

衆
生
は
「
心
識
」
あ
る
が
故
に
真
如
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
迷
妄
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
真
如
縁
起
を
思
想
的
根
拠
と
し
、
迷
妄
の
凡

夫
の
す
が
た
は
真
如
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
「
反
照
さ
れ
」
（
石
田
充
之
「
善
導
浄
土
教
の
原
理
的
意
義
」
、
『
親
鶯
教
学
の
基
礎
的
研
究
』

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

九
四



（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
○
）
所
収
）
、
救
済
さ
れ
る
と
い
う
の
が
善
導
の
救
済
論
で
あ
る
。

（
咽
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
七
四
九
頁

（
皿
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
八
四
○
頁

（
妬
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
六
五
七
頁
。
三
枝
樹
（
前
掲
論
文
）
は
善
導
教
義
の
中
心
が
凡
入
報
士
・
本
願
念
仏
に
あ
り
、
そ
の
思
想
的
基

盤
が
仏
の
願
力
に
あ
る
と
し
、
そ
の
上
で
善
導
に
お
い
て
は
「
願
力
が
仏
の
強
縁
で
あ
っ
て
、
重
要
な
問
題
の
解
決
に
は
す
べ
て
「
縁
」

を
も
っ
て
結
論
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
。
こ
の
点
は
本
稿
の
「
増
上
縁
」
と
も
密
接
に
関
連
す
る
。

（
略
）
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
（
大
正
三
七
・
二
三
四
ｂ
）

（
Ⅳ
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
六
六
一
頁

（
肥
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
七
八
九
頁

（
岨
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
七
一
七
頁

（
別
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
六
六
九
頁

（
別
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
九
七
頁

（
躯
）
正
木
晴
彦
「
『
善
導
疏
』
に
お
け
る
本
願
の
問
題
」
（
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
六
○
、
一
九
九
四
）
、
「
『
善
導
疏
』
に
お
け
る
「
行
」
と

「
信
」
の
問
題
ｌ
本
願
思
想
の
提
起
し
た
諸
問
題
ｌ
」
（
今
西
順
吉
教
授
還
暦
記
念
論
集
『
イ
ン
ド
思
想
と
仏
教
文
化
』
春
秋
社
、
一
九

『
聖
典
全
』

『
聖
典
全
』

『
聖
典
全
』

『
聖
典
全
』

『
聖
典
全
』

正
木
晴
彦
「

「
信
」
の
問
磨

（
〃
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
七
一
○
頁
。
こ
の
廻
心
と
『
観
経
』
の
至
誠
心
・
深
心
・
回
向
発
願
心
と
の
関
係
、
ま
た
九
品
で
強
調
さ
れ
る

「
命
終
時
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
平
生
が
平
生
と
し
て
、
そ
の
根
底
に
そ
れ
が
内
包
し
て
い
る
究
寛
的
意
味
が
、
成
仏
道
を
成
就

せ
し
め
る
根
源
的
契
機
と
な
り
う
る
の
は
、
臨
終
と
の
内
的
関
係
に
お
い
て
で
あ
る
。
臨
終
の
無
い
平
生
は
、
抽
象
的
永
遠
で
し
か
な

（
路
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
六
七
四
頁

葱
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
七
三
九
頁

孟
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
七
四
一
頁

（
別
）
「
衆
生
が
見
仏
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
自
ら
が
、
被
救
済
者
と
し
て
の
衆
生
の
眼
前
に
、
そ
の
有
相
を

衆
生
の
現
生
中
に
顕
現
す
る
と
い
う
こ
と
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
○
○

九
六
）
参
照
。

六
）
四
五
七
頁
）

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

九
五



（
妬
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
六
六
九
頁

（
稲
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
七
四
○
頁

（
師
）
「
観
経
孜
ｌ
無
量
寿
仏
と
阿
弥
陀
仏
」
（
『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
○
八
号
、
一
九
七
六
）
。
山
田
以
後
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
は
、
『
浄
土

仏
教
の
思
想
第
二
巻
観
無
量
寿
経
般
舟
三
昧
経
』
（
講
談
社
、
一
九
九
二
）
三
五
～
三
六
頁
に
詳
し
い
。
な
お
、
『
観
経
』
の
成
立

（
肥
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
八
○
八
頁
。
こ
の
文
は
、
第
十
八
願
文
の
「
唯
除
五
逆
誹
誇
正
法
」
、
い
わ
ゆ
る
「
逆
誇
除
取
」
に
関
わ
る
と

し
て
注
視
さ
れ
て
い
る
。
稲
葉
秀
賢
「
支
那
浄
土
教
に
於
け
る
逆
誇
摂
不
論
の
展
開
」
（
『
支
那
仏
教
史
学
』
三
号
、
一
九
三
九
）
、
玉
城

康
四
郎
「
「
唯
除
五
逆
誹
誇
正
法
」
の
意
味
に
つ
い
て
ｌ
中
国
・
日
本
篇
ｌ
」
（
『
東
方
学
論
集
』
一
九
八
七
）
、
宮
島
磨
「
『
観
経
疏
』

（
「
散
善
義
」
）
に
お
け
る
「
抑
止
門
」
釈
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
善
導
か
ら
親
鶯
へ
ｌ
」
（
『
哲
学
論
文
集
』
三
九
号
、
二
○
○
三
）
な
ど
参
照
。

（
羽
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
七
一
七
頁

（
別
）
『
大
乗
義
章
』
大
正
四
四
・
七
○
二
ａ

（
別
）
「
善
導
教
学
に
お
け
る
仏
と
衆
生
の
対
応
関
係
」
（
渡
邊
隆
生
教
授
還
暦
記
念
論
集
『
仏
教
思
想
文
化
史
論
叢
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九

七
）
。
な
お
、
こ
う
し
た
善
導
の
見
仏
や
実
践
に
つ
い
て
論
じ
る
場
合
、
三
枝
樹
隆
善
（
「
善
導
大
師
の
宗
教
理
念
と
実
践
」
『
日
本
仏
教

学
会
年
報
』
四
三
号
、
一
九
七
七
）
、
金
子
寛
哉
（
「
中
国
浄
土
教
者
の
宗
教
体
験
ｌ
善
導
と
懐
感
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
、
藤
吉
慈
海
編

『
浄
土
教
に
お
け
る
宗
教
体
験
』
百
華
苑
、
一
九
七
九
）
が
指
摘
す
る
「
徴
悔
」
、
ま
た
市
野
智
行
（
「
善
導
の
無
生
忍
理
解
」
『
同
朋
大

学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
三
○
号
、
二
○
一
○
）
が
指
摘
す
る
「
菩
提
心
」
と
の
関
係
を
考
察
す
べ
き
課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
発
表
し
た
い
が
、
こ
こ
で
は
善
導
自
身
が
見
仏
体
験
を
得
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
体
験
こ
そ
が
「
共

成
仏
道
」
の
利
他
的
活
動
の
原
点
と
い
い
う
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

（
塊
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
七
三
九
頁

（
胡
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
六
七
九
頁

（
弘
）
「
情
」
を
否
定
し
な
い
こ
と
が
浄
土
教
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
は
、
曇
鶯
『
往
生
論
註
』
の
氷
上
燃
火
の
喰
（
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
五

○
六
頁
）
、
道
緯
『
安
楽
集
』
の
「
唯
有
二
浄
土
一
門
《
可
二
以
レ
情
稀
趣
入
一
」
（
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
五
七
五
頁
）
の
語
か
ら
も
理
解
さ

れ
る
。

い
」
（
武
田

表
し
た
い
。

（
武
田

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

龍

精

『
親
鶯
浄
土
教
と
西
田
哲
学
』
（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
一
）
六
三
○
頁
）
と
の
指
摘
な
ど
を
あ
わ
せ
、
稿
を
改
め
て
発

九
六



問
題
に
つ
い
て
は
禅
観
経
典
、
『
法
華
経
』
と
の
関
わ
り
を
大
南
龍
昇
（
「
『
観
無
量
寿
経
』
の
成
立
と
禅
観
経
典
」
『
大
正
大
学
研
究
紀

要
』
八
○
号
、
一
九
九
五
）
が
指
摘
し
て
い
る
。

（
銘
）
「
称
南
無
阿
弥
陀
仏
」
に
つ
い
て
藤
田
宏
達
は
「
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
称
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
仏
名
の
称
名
説
が
二
回
出
て
く
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
数
あ
る
大
乗
経
典
の
中
で
、
『
観
経
』
の
こ
の
箇
所
で
初
め
て
明
確
に
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
」
（
『
浄
土
三
部
経

の
研
究
』
四
五
一
頁
）
と
い
う
。

（
胡
）
『
観
経
』
に
お
い
て
「
不
可
具
見
」
の
語
は
華
座
観
以
外
に
水
想
観
に
見
ら
れ
る
。
華
座
観
で
の
「
不
可
具
見
」
と
は
、
直
前
の
「
光

明
熾
盛
」
が
前
段
に
住
立
空
中
が
あ
る
こ
と
か
ら
無
量
寿
仏
（
及
び
二
菩
薩
）
の
光
明
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
無

量
寿
仏
等
の
光
明
は
凡
夫
で
は
見
ら
れ
な
い
と
い
い
な
が
ら
、
無
量
寿
仏
を
見
た
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
仮
に
「
見
ら
れ
な
い
範

囲
を
残
し
な
が
ら
無
量
寿
仏
を
見
た
」
と
表
現
し
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
光
明
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
無
量
寿
仏
を
超
え
る
何
か
を
想
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
「
見
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
見
と
」
表
現
し
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
前
者
と
後
者
の
「
見
」
は
相
違
す
る
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
水
想
観
に
注
目
す
る
と
、
水
想
か
ら
氷
想
、
瑠
璃
想
へ
と
展
開
し
、
極
楽
世
界
の
瑠
璃
の
大
地
の
下
に
は
金

瞳
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
輝
き
が
瑠
璃
の
大
地
に
反
映
し
て
い
る
が
、
と
て
も
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
不
可
具
見
）
と
い
う
。
続
い
て

「
五
従
二
八
種
浄
風
一
下
至
二
無
我
之
音
一
已
来
、
正
明
下
光
変
二
楽
音
一
転
成
中
説
法
之
相
狸
即
有
二
其
一
三
一
明
二
八
風
従
レ
光
而
出
↓
二
明
二
風

光
即
出
即
鼓
レ
楽
発
諺
音
。
三
明
三
顕
二
説
四
倒
四
真
恒
沙
等
法
一
（
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
八
二
頁
）
」
と
、
そ
の
光
が
八
種
の
風
、
無
量
の

楽
器
へ
と
転
じ
苦
・
空
・
無
常
・
無
我
の
音
を
演
説
す
る
と
い
う
。
光
は
全
て
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
光
自
体
が
風
・
音
へ
と

変
化
し
法
を
演
説
し
て
い
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
光
を
「
見
る
」
こ
と
が
光
の
は
た
ら
き
を
「
聞
く
」
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
に
変
わ

っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
「
光
」
と
「
名
」
、
「
見
」
と
「
聞
」
と
の
関
係
を
指
摘
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
棚
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
七
三
九
頁

（
虹
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
七
四
七
頁

（
蛇
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
九
一
頁

（
粥
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
九
二
頁

（
“
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
九
四
頁

（
妬
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
九
六
頁

（
妬
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
九
七
頁

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

九
七



（
卿
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
九
九
頁

（
蛆
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
七
五
五
頁

（
伯
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
九
一
五
頁

（
帥
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
七
八
四
～
七
八
五
頁

（
別
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
九
七
頁

（
兇
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
七
八
六
頁

（
閃
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
七
九
二
頁

（
別
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
七
四
八
頁

（
弱
）
「
善
導
『
観
経
疏
』
に
お
け
る
「
三
縁
釈
」
設
定
の
意
図
」
（
『
龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
一
七
号
、
一
九
九
六
）
。
同
様
の
指
摘
は
、

金
子
寛
哉
（
前
掲
論
文
）
も
し
て
い
る
。

（
開
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
八
八
六
頁

（
印
）
『
聖
典
全
』
（
七
祖
篇
）
八
九
○
頁

（
弱
）
『
観
経
』
九
品
と
『
大
経
』
三
輩
段
、
中
品
下
生
の
「
法
蔵
比
丘
四
十
八
願
」
な
ど
の
語
が
両
経
典
の
関
連
を
示
唆
す
る
（
末
木
文
美

士
「
『
観
無
量
寿
経
』
の
研
究
」
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
○
一
号
、
一
九
八
六
）
が
、
能
仁
正
顕
は
「
法
蔵
比
丘
四
十
八
願
」
の
語

が
見
え
る
が
「
『
無
量
寿
経
』
の
思
想
的
影
響
は
さ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
」
（
「
阿
弥
陀
仏
と
般
舟
三
昧
ｌ
浄
土
教
発
達
史
の
一
側
面
ｌ
」

光
華
会
編
『
親
驚
と
人
間
ｌ
光
華
会
宗
教
研
究
論
集
第
二
巻
ｌ
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
二
）
と
あ
る
。
本
稿
で
は
『
観
経
』
に
お
け

る
「
無
量
寿
仏
」
「
阿
弥
陀
仏
」
の
仏
名
の
併
記
か
ら
「
阿
弥
陀
仏
」
に
お
け
る
救
済
と
い
う
方
向
で
論
じ
て
い
る
が
、
仏
名
に
注
目
す

る
限
り
、
『
大
経
』
に
「
阿
弥
陀
仏
」
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
点
や
、
中
国
で
は
「
無
量
寿
仏
」
が
大
き
な
影
響
を
持
っ
て
い
た
こ

と
（
佐
藤
心
岳
「
中
国
に
お
け
る
『
観
無
量
寿
経
疏
』
の
研
究
」
『
仏
教
文
化
研
究
』
二
五
号
、
一
九
七
九
）
な
ど
も
今
後
考
え
て
い
か

と
（
佐
藤
、
し
岳

（
開
）
「
善
導
浄
土
教
に
お
け
る
般
舟
三
昧
説
に
つ
い
て
ｌ
『
観
念
法
門
』
成
立
問
題
に
関
連
し
て
」
中
西
智
海
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
『
親

鶯
の
仏
教
』
、
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
四
。
な
お
善
導
の
著
述
前
後
の
問
題
に
つ
い
て
、
柴
田
泰
山
（
前
掲
書
六
八
頁
）
は
「
『
観
念
法

門
』
’
五
種
増
上
縁
義
ｌ
『
往
生
礼
讃
』
ｌ
『
法
事
讃
』
Ｉ
『
観
経
疏
』
ｌ
『
般
舟
讃
』
」
と
い
う
順
序
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

ね
ば
な
ら
な
い
。

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

九
八




